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Abstract：PerimenstrualsymptomsmakesQOLonyoungwomendecline､Thepurposeofthis

studyistoidentifytherelatingfactorsandthefurthersubjectsonperimenstrualsymptoms

amongyoungwomen，throughreviewingpublishedresearches、Thefollowingwere

elucidated;1）Ｍａｎｙｙｏｕｎｇｗｏｍｅｎｆｅｌｔｐｅrimenstrualsymptomsforlongtime・Moreover,３０

％ofpersonsfeltdifficultaboutthedailylife、２）Althoughpublishedresearchesdescribed

physical，psychological，andsocialfactorsaffectingperimenstrualsymptoms，therewerenot

abundantaboutthosemutualrelation・Futurestudiesshoulddescribemutualrelationon

physicalandpsychosocialfactorsaffectingthem､3）Wethoughtthatfactorsaffectingto

perimenstrualsymptomswerestress，ＢＭＩ，menstrualcondition，exercise，eatingstyle，ｄｏr‐

mancystyle，stressrelease，copingbehavior，menstrualattitude，self-image，genderroleand

socialsupport、However，behaviorsandlifestylesofyoungwomanmadeperimenstrualsymp‐

tomsaggravateandmadeQOLdecline､Moreover,thefactorstomakepromotebehaviorsand

lifestyleswereinsufficient・Futurestudiesshoulddoeffectiveinterventionwhichchangesbe‐

haviorandlifestyleeffectivelyandpromotesthosefactorstomakeperimenstrualsymp‐

ｔｏｍｓｒｅｄｕｃｅａｎｄｔｏｉｍｐｒｏｖｅＱＯＬａｍｏｎｇyoungwomen．

K即吻oFdS：youngｗｏｍｅｎ，perimenstrualsymptoms，relatingfactors，furthersubjects

I．はじめに

1994年カイロで開催された国際人口・開発会議

において、リプロダクテイブ・ヘルス／ライツ

(性と生殖に関する健康・権利）という概念が提

唱され、女性の健康が女性の人権の重要な一分野

であることが世界的に認識されるようになった。

我が国においても、1996年「男女共同参画2000年

プラン」の重点目標の中に「生涯を通じた女性の

健康支援」が盛り込まれ、国家的施策として取り

組まれている。このような動きを踏まえ、厚生労
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働省は「生涯を通じた女性の健康施策に関する研

究会」を開設した。その報告緋（1999）’'の中で、

月経痛がある者は88.2％、その対応は「横になる」

48.9％、「我慢する」43.3％という月経研究会の

調査（１１～54歳の女･性27,106人：1990）を引用し、

相当な女性が月経痛を体験しているが、その対応

は消極的対応が主で適切な対処が行われていない

と指摘している。更に、厚生労働省研究班の調査

(20～49歳の女性10,000人：2000)21では、月経痛

がある者は78.6％、月経痛により日常生活に支障

がある者は32.8％で、６か月間の労働損失額は

1,890億円と推定し、月経浦が医学的社会的に重

要な問題であることを示唆している。月経痛は機

能性と器質性に大別されるが、心理的要因も影響

する3'・月経に伴う症状を月経随伴症状といい、

症状が病的に強い場合は月経困難症、症状が月経

前に起こり月経開始とともに消失する場合は月経

前症候群（premenstrualsyndrome：以下PMS）

と呼ばれている3'。しかしWoods（1982)小は、

月経前と月経時の症状は高い相関を持ち両者の症

状を明確に区別できないとして、「月経周辺期

(perimenstrual)」という連続した概念を提唱し

ている。我が国でも1996年よりこの用語が使用さ

れるようになった。本研究においても月経前と月

経時を明確に区別せず、月経周期に応じて自覚す

る身体的精神的社会的症状として「月経周辺期症

状（perimenstrualsymptoms)」という用語を

用いる。

月経痛の程度は年代によって異なり５１，１０代後

半～20代前半が最も強く、日常労作への影響も大

きい６１。更に、この年代は月経前より月経痛に起

因した精神的社会的症状が出現する者が多い71．

これらの症状はリプロダクテイブ・ヘルスヘの影

響もあるが、学習や労働、日常生活活動の低下等、

若年女性のQOLへ及ぼす影郷が大きいと考える。

今回、若年女性の月経周辺期症状を軽減し

QOLを高める支援について検討するために、月

経周辺期症状のライフスタイルに関する先行文献

を整理した。整理するに当たり、ヘルスプロモー

ションの理念に基づいたPRECEDE-PROCEED

モデルを使用した。このモデルは、ヘルスプロモー

ションの概念をベースに健康やQOLに関連する

体系的な要因をアセスメントし、実施後評価する

という目標達成へとつながる総合的な健康教育モ

デルで、米国において健康教育やヘルスプロモー

ションなどの分野で多く取り上げられ、特に健康

教育に関するプランニングをする際には不可欠の

モデルであるH'・先行研究をこのモデルと照合し、

月経周辺期症状の原因となっている行動要因と環

境要因、それらに影響を及ぼす要因を体系的に整

理することで、若年女性の月経周辺期症状の関連

要因と今後の課題がより明確に明らかになると考

えた。

Ⅱ、研究目的

若年女性の月経周辺期症状のライフスタイルに

関連する先行研究をPRECEDE-PROCEEDモデ

ルと照合することにより、QOLの向上につなが

る月経周辺期症状の関連要因を明らかにし、今後

の課題を検討する。

Ⅲ、研究方法

１．文献検索の抽出方法

医学中央雑誌Web(Ver､５）（以下医中誌）に

て「月経周辺期」「月経周辺期症状」「月経随伴症

状」「PMS」をキーワードとし、1983～2011年ま

での文献検索（原著論文）を行った（2011年６月

時点)。医中誌は1983年以降の文献収録のため、

それ以前の文献は、1941年から月経に関する研究

を深く重ねてきた我が国の月経研究の権威者であ

る松本清一の研究成果がまとめられた「日本性科

学大系Ⅲ日本女性の月経」（1999)9iを参照した。

更に、近年の諸外国の若年女性が有する月経時症

状の状況を調べるために、PubMedCentralに

て「menstrualsymptom」「dysmenorrhea」

｢adolescent」をキーワードとして掛け合わせ、
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2001～2011年までの10年間の文献検索を行った。

２．用語の定義

・若年女性：思春期から成熟期への移行期の女性

であり、月経痛が最も強い10代後半から20代前

半6)とする。

・月経周辺期症状：月経周期に伴い月経前や月経

時に自覚される心身の不調あるいは変調のこと↓’

で、身体的精神的社会的症状とする。

・ライフスタイル：食事や運動、休息など普段の

生活の仕方の他に、仕事の仕方、対人関係の取り

方等その人の生き方や価値観を含んだ行動10)とす

る。

Ⅳ、結果

1983年以降のライフスタイルに関連した月経周

辺期症状の研究の動向（191件)、我が国の若年女

性に焦点を当てた月経周辺期症状の現状と関連す

る要因（57件）について述べる。

１．研究の動向

「月経周辺期」「月経周辺期症状」は１４件、「月

経随伴症状」は534件、「PMS」は259件で、この

うち治療と診断、重複した文献を除外した「月経

周辺期」「月経周辺期症状」は14件、「月経随伴症

状」は126件（英文８件含む)、「PMS」は51件

(英文５件含む)、合計191件であった。このうち、

外国人を対象とした文献は５件であった。私たち

は、これらを研究デザインから、実態調査、関連

要因探索、尺度開発、月経痛緩和への介入、鞘神

的社会的要因への介入の５つに年次別（２年区分）

に分類した（表ｌ）。

「月経周辺期」「月経周辺期症状」に関する研

究は前述したように1996年より見られた。それ以

前では、「月経随伴症状」は1983年より、「PMS」

は1990年より見られた。それらの研究デザインは

実態調査が主であり、月経前や月経時における症

状の種類や程度、月経周期別変化や症状への対処

行動、月経の受け止め方（以下月経観)、月経教

育のあり方、及び月経教育を受けた対象者の反応

等であった。1997年より月経周辺期症状の関連要

因探索が増加したが、身体的精神的社会的要因を

個々に捉えたものが多く、要因間の相互の関連を

示した研究は少なかった。2001年より月経周辺期

症状のうち特に月経痛緩和への介入研究の報告が

増加したが、精神的社会的要因への介入報告は少

なかった。使用されていた主な月経随伴症状の測

定用具は、Ｍｏｏｓ（1968）のMenstrualDistress

Questionnaire（以下MDQ)'１'、月経研究連絡協

議会（1997）の視覚的に判断できる日誌的即時記

録法であるＰＭＳメモリー'2)であった。しかし、

これらを独自に改変して使用している例がみられ、

新たな開発は少なかった。

２．我が国の若年女性の月経周辺期症状の現状と

関連要因

我が国の若年女性の月経周辺期症状の現状と関

連要因を探索するために使用した文献は、５７件で

あった。関連要因をPRECEDE-PROCEEDモデ

ルの構造である、社会診断：「QOL｣、疫学診断：

｢健康の指標｣、行動・環境診断：「行動と生活習

慣」「環境｣、教育・エコロジカル診断：「準備要

因」「強化要因」「実現要因｣、運営・政策診断：

｢健康教育」の順に記す。

ｌ）ＱＯＬ

具体的なQOLに関する文献はなかった。

２）健康の指標

（１）若年女性の月経周辺期症状の現状

若年女性の月経周辺期症状の割合を年次推移で

表２に示した（医中誌の雑誌収録が開始された初

年度（1983）と厚生労働省が月経研究の必要性を

指摘した以降のデータ（2000～）を代表として記

す)。1929年の調査（松山：女学生2,985名）によ

ると、月経前症状３％、月経時症状32.7％、月経

前から月経時症状2.3％であった。1951年の調査

(原：女学生458名）では、月経前症状18.1％、月

経時症状32.7％、月経前から月経時症状1.1％９１で
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表２．月経周辺期症状を有する者の割合（％）
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表１．月経周辺期症状に関する文献の研究デザイン別の年次推移

（O＝・で示す）（月経周辺期症状のライフスタイルに関する文献のみを記す。なお、月経周辺期症状の研究の動

向を知るために、対象の年齢制限は設けなかった｡）

熊本大学医学部保健学科紀要鋪８号（2012）

関する文献12件を見ると、69.4～93％221~卿)であっ

た（図ｌ）。

（２）自覚的ストレス

自覚的ストレスが高い者は、月経周辺期症状が

強かったl6l20I3鋤－４１１。

（３）肥満度

標準よりやせ躯)~判や肥満↓剛の者は、月経周辺期

症状が強かった。

（４）月経血の量、持続日数、月経周期、初経年

齢

経血迅が多い14116'Ｉ０１ｲ3'、持続日数が長い肌'ｲ0Ｍ５１、

月経周期が不規則131、初経年齢が早い者'6)40lJ3M6)は、

月経周辺期症状が強かった。

（医中詫の雑誌収録が開始された初年度（1983）と厚生労働省（1999）の月経研究の必要性の指摘以降のデータ

(2000～）を代表として記す。なお2000年以降は、症状を有する者の最小と最大の割合を示す｡）

あった。1983年の調査（芝木：高校生及び大学生

413名）では、月経前症状７％、月経時症状27.9

％、月経前から月経時65.1％、症状により日常生

活へ支障がある者は14％':''であった。このように

1983年以前の調査では、月経時に症状を有する者

が多く、その割合は約３割であった。ところが

2000年以降の調査を見ると、月経前症状73.9M'～

87.7％'6)、月経時症状7916)～98.5％'７'、月経前から

月経時症状98.418'～99.9％''１、日常生活への支障

27.120'～35.3％鋤'であった（多々 ある実態調査の

中で、症状を有する者の般小と最大割合が記され

た文献を選び記す)。更に、症状により学校を欠

席する者も１割'41は報告されていた。

一方、諸外国における若年女性の月経時症状に

－１４－

実態調査 関連要因 尺度開発 月経痛介入
洲神社会的
要因介入

合計

４
６
８
０
２
４
６
８
０
２
４
６
８
０

８
８
８
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０
１

一
一
一
一
一
一
へ
一
一
一
へ
一
一
一

３
５
７
９
１
３
５
７
９
１
３
５
７
９

８
８
８
８
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０

９
９
９
９
９
９
９
９
９
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２

2011

ｌ
４
３
４
ｕ
３
２
８
４
４
ｕ
過
ｕ
ｕ
ｌ

．
・
・
・
１
．
１
４
３
５
ｕ
６
８
喝
１

●
一
利
Ⅱ
＆
●
●
。
。
■
二
可
Ⅱ
ユ
。
■
Ⅱ
＆
●
１
Ⅱ
ふ
０
１
日
＆
。
■
Ⅱ
△
●

．
．
２
１
１
．
．
．
１
４
３
５
８
６
．

１

３

１
５
５
５
週
３
３
週
９
過
”
別
釦
師
２

合計 9５ 5５ ６ 3１ ４ 191

1929 1951 1983 2000～

月経前症状 ３ 18.1 ７ 79～87.7

月経時症状 32.7 3２ ７ 27.9 ７|～9８ ５

月経前～月経時症状 2.3 1． 65.1 9８ 4～9１ |,９

日常生活へ支障 1４ 2７ 1～35.3
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、
”
釦
加
釦
釦
如
如
ｍ
ｍ
Ｏ

１

（５）その他

冷え１２)471、貧血症状調1361の者、自覚的健康観が低

い者401は、月経周辺期症状が強かった。

３）行動と生活習慣

（１）生活習慣

食事が不規則35110'ｲ２１１６)綿'~”)、スナック菓子の摂取

頻度が高い郷)、及び納豆副)の摂取頻度が低い者は

月経周辺期症状が強かった。起床時の疲労感が強

い等睡眠や休息習‘慣が不規則調'36)…)鋤Ｉ５２ｌ、運動量

が少ない等運動習慣がない20)郷153)者は月経周辺期

症状が強かった。また、ストレス対処様式によっ

ても月経周辺期症状の程度は異なり、たくさん食

べる、喫煙、及び部屋にこもるなどの不健康なス

トレス対処行動をもつ者48)劃)やストレス発散が上

手にできない者↓０１は月経周辺期症状が強かった。

更に服装によっても異なり、肌の露出の多い衣服

を着用する者は月経周辺期症状が強かった４７１。

（２）月経周辺期症状への対処行動

対処行動は主に「横になる」「我慢する」「鎮痛

剤服用」「保温」等１８)20155)で、食生活の改善や適度

な運動、日常生活のストレス解消等の有効的なセ

ルフケア行動をとる者は少なかった５６１．

４）環境要因

－１５－

文献では得られなかったが、1999年「男女共同

参画基本法」の重点目標の一つに「生涯を通じた

女性の健康支援」を挙げ、国家的施策として女性

の生涯を通じた健康支援に取り組んでいる。

５）①準備要因：知識、価値観、信念等

（１）月経に関する知識

ほぼ全員が月経教育を受けているが、不十分と

いう理由から33.3％は教育内容に不満足Ｍ１で、月

経メカニズムの知識がある中高生は24％57)と低かっ

た。月経に関する日本人大学生と韓国人大学生の

比較郷)では、月経周期を知っている韓国人は57％

であったのに対し、日本人は37％と低く、月経に

関する知識不足が指摘'9'されていた。しかし、知

識の有無により普段の行動に相違はないという報

告５，１もあった。

（２）月経観

初経以前に月経に関する知識を得ていると初経

時に肯定的な感想をもちやすく鋤)、初経時に否定

的な感想をもつと現在の月経観も否定的38160)6'１で

あった。月経観が否定的だと月経周辺期症状は強

く柵I棚)‘21-‘I'、症状の中でも特に梢神的社会的症状

が強かった6016')。一方、肯定的月経観をもつ者は、

主体的に対処行動をとる者が多かった価!。

4)AgarwalA:2009蜜１
８)ZegeyeDT,etal:2009蜜’
１２)ＣｈｉｏｕＭ:2008鋤Ｉ

1)ParveenN,ｅｔａｌ:2009翼’
5)TangchaiK,ｅｔａｌ：2004蕊）
9)ＬｅｅＬＫ,etal:2006抑Ｉ

2)AgarwalAK:2010画’
6)EryilmazG,etal:2009罰’
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図１．諸外国における若年女性の月経時症状の割合
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（３）セルフエフイカシー、自己意識

セルフエフィカシーが高い者卿は、月経周辺期

症状に対して対処行動をとっていた。感情認知困

難や自己否定感"'、不安症状671、及び抑うつ度が

強い者501や自尊感情が低い者ｲ0)‘2)は、月経周辺期

症状が強かった。

（４）母性性、性役割意識と‘性別意識

月経周辺期症状の程度と母‘性性の間に有意な差

は認められなかった郷'が、症状数が多いと母性性

は阻害されやすい傾向691がみられた。母性性が低

い者は月経観や自己価値観は否定的で、伝統的性

役割意識”)が強かった。

女性性が低い者や伝統的性役割意識が強い者ほ

ど、月経周辺期症状は強かった38'７''・反対に女性

性が強い者は、肯定的月経観を持つ傾向があっ

た401721.

（５）保健信念と行動

HealthLocusofControlとの関連では、家族

や偶然因子が低い内的統制者は月経周辺期症状が

高かった抑。

５）②強化要因：ソーシャルサポート

母親など家族鯛'16'73'、友達や恋人73'7馴等周囲のソー

シャルサポートが高い者、及びそのサポートに満

足している者75'は、月経周辺期症状が低かった。

若年女性の月経周辺期症状と月経サポート機能と

の関連では、情緒的サポートを多く受けている反

面、症状の緩和や日常生活上の工夫等実践的なセ

ルフケアにつながる情報サポートが少ない2'!こと

が報告されていた。

５）③実現要因

実現要因に関する報告は見られなかった。

６）健康教育

これまで報告された身体的精神的社会的要因へ

の介入として、月経のセルフケアに関する自己効

力感を高めるもの7‘'、月経教育と月経体操を組み

合わせたもの771、月経観の改善を目的とした心理

的サポート781が見られた。

Ｖ・考察

若年女性にとって、月経は成長や健康のバロメー

ターとなる身体的特性であると同時に、女性とし

ての自己の確立に関わる心理的特性でもある。し

かし、月経周期に伴い様々な身体的梢神的社会的

症状が生じる。特に、若年女‘性は月経前から月経

時にかけて症状を有する者が多く、他の年代より

も月経痛が強いことから、学習や労働、日常生活

活動の低下等QOLへ及ぼす影響が大きいと考え

る。私たちは、若年女性のQOLの向上につなが

る月経周辺期症状の関連要因を明らかにするため

に、1983～2011年に報告された月経周辺期症状の

ライフスタイルに関する文献をPRECEDE‐

PROCEEDモデルに沿って整理した。PRECEDE

-PROCEEDモデルは総合的な健康教育モデルで

あるが、これまで月経周辺期症状に関する報告は

見られない。月経周辺期症状のライフスタイルに

関する研究の動向、及び我が国の若年女性の月経

周辺期症状の現状、関連要因と今後の課題につい

て考察する。

１．月経周辺期症状に関する研究の動向

文献の研究デザインは実態調査が主であったが、

1997年より関連要因の探索、2001年より月経痛緩

和への介入が増加した。1996年「男女共同参画

2000年プラン」を踏まえ、これまで診断、治療中

心であった医療から、健康増進としての月経の重

要性に着目した結果、月経周辺期症状に関連する

身体的精神的社会的要因が探索されるようになっ

たと考える。更に、2000年に厚生労働省研究班が

月経痛による社会的労働損失について報告し、月

経痛は医学的社会的に重要な問題と示唆したこと

により問題意識が高まり、月経痛緩和への介入研

究の報告が多く発表されるようになったと考える。

しかし、月経周辺期症状は身体的精神的社会的要

因が影響していることから、これらの複数要因へ

の介入が必要であるが、その報告は少なかった。

この背景として、外国では精神医学や臨床心理学
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から月経に関する膨大な研究報告がみられるのに

対し、日本では医療の一方向のみで月経を取り扱

い、精神的社会的側面を含めた多方面の視点が少

なかったことが影響していると考える。今後は、

月経周辺期症状に関連する身体的精神的社会的要

因を包括的に捉え、相互の関連を示す必要がある。

先行研究で使用されていた月経周辺期症状の測

定用具は、ＭＤＱとＰＭＳメモリーが多かった。月

経周辺期症状の知覚は主観的なものであることか

ら、症状をアセスメントするためには客観化と数

量化することが必要である。しかし、測定用具を

独自に改変して使用する報告が多かったことから、

今後は尺度開発の研究が必要である。

２．若年女性の月経周辺期症状の現状、関連要因

と今後の課題

月経時症状を有する若年女性は、1983年以前は

約３割だったが、2000年以降は８割以上であった

(表２)。近年の諸外国の月経時症状を有する者の

割合も日本と同様であったことから（図ｌ）、国

内外問わず多くの若年女性が月経時症状を有して

いると考えられる。更に、若年女性は月経痛に起

因して月経前より精神的社会的症状が出現する者

が多い7)ことから、月経時症状のみより月経前か

ら月経時にかけて症状を有する者の割合が多かっ

たと考える。

我が国の若年女性の月経周辺期症状のライフス

タイルに関する文献をPRECEDE-PROCEEDモ

デルに沿って整理した結果を、図２に示す（なお、

報告件数が多かった要因を代表として記す)。若

年女性を対象とした文献検討では、QOLに関す

る報告は見られなかった。ところが、成熟期を対

象とした文献では、月経周辺期症状は生活満足度

を低めていた79180)という報告が見られたことから、

若年女性のQOLに焦点を当てた月経周辺期症状

に関連する研究が遅れていると考えられる。

報告件数から考えると、月経周辺期症状の関連

要因として、自覚的ストレス、肥満度、月経状況、

運動、食習慣、睡眠習慣、ストレス対処行動、症

状への対処行動、月経観、自己意識、性役割意識

と性別意識、ソーシャルサポートが挙げられた。

若年女性の健康度、行動と生活習慣の現状につ

いて検討する。国民生活基礎調査によると、１２歳

以上における日常生活での悩みやストレスがある

女性は1995年40.4％81)から2007年52.2％82)へと増

加していることから、若年女性のストレスも高く

なっていると予測される。しかし、ストレスをど

のようなものとして受け止め、どのように対処す

るかによって、結果として生じる自覚的ストレス

は異なる卿)。このため、ストレス対処行動が重要

であるが、たくさん食べる、喫煙、部屋にこもる

等の不健康なストレス対処行動が見られた。更に

近年、若年女性は痩せ志向から適正体重を下回る

体重を理想とする傾向が強い。２０～29歳女性の低

体重者（BMI＜18.5）は年々 増加し、2009年には

30年前の２倍に相当する29.2％鋤'に達している。

一方、大学１年生460名を対象にした生活調査85）

では、「就寝時刻が2時以降」の女子下宿生は入学

直後6.0％から３か月後24.7％、「時々３食、ほと

んど２食」は25.1％から35.5％、「運動が１日３０

分未満」は入学後の変化はなく約８割で、大学入

学を機に不規則な生活習‘慣に変化する者が多かっ

た。また、月経周辺期症状の対処行動は主に「横

になる」「我慢」「鎮痛剤」等であったが、日常生

活へ支障がある者は３割、学校を欠席する者も１

割いることから、効果的かは疑問である。このよ

うに若年女性の健康度、行動と生活習慣は月経周

辺期症状を悪化させ、ＱＯＬを低下させるもので

あった。月経周辺期症状の軽減、QOLの向上に

つながる行動と生活習慣にするには、これらに影

響を及ぼす行動に先立つ要因、すなわちその行動

の理論的根拠や動機となる準備要因、ある行動が

起こった後にその行動が継続し、かつ繰り返し実

践されるように持続的に報酬や動機を与える強化

要因、行動を実現させるために必要な実現要因が

必要である。しかし、準備要因である月経に関す

る知識は低く、若年女性ほど月経観は否定的9)で、

強化要因である情報サポートは少なくソーシヤル
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｢箭癒詞
・月経に関する知織(4)

・月経観(7)
・自己意職(3)

・性役割意職(2)

師軍団
・ソーシャルサポート･ソーシャルサポート

(6)(6)

厩 軍団

行動・ライフスタイル行動・ライフスタイル行動・ライフスタイル

･月経周辺期対処行動

（４）
･運動(3)

･食習悩(9)
･睡眠習慣(6)
･ストレス対処行動(3)

･月経周辺期対処行動･月経周辺期対処行動

）

↓
I雨霞菌１
．「男女共同参画

基本法｣の重点目
標:｢生涯を通じた
女性の健康支援」

顧燕燕~’
・月経周辺期症状の

程度

・自覚的ストレス(10）

・肥満度(3)

・月経状況(8)

程度

･自覚的ス

･肥満度(３

．月経状況

ＱＱＯＬ

図２PRECEDE-PROCEEDモデルに基づいた若年女性の月経周辺期症状の関連要因

（57件の文献より、各項目に該当する文献数を（）内に述べ数で配す）

サポートは十分だとはいえなかった。更に、実現

要因に関する報告はなかった。また、日本．米国．

中国・韓国の高校生を対象にした調査（2011)86）

では、自己肯定感は日本人が最も低く、日本．韓

国．米国・スウェーデン・ドイツの青年を対象に

した調査（2009)側7)ではい伝統的性役割に反対す

る者は日本人が最も低かった。このように行動と

生活習‘慣を効果的なものへ促進させる要因が不十

分な現状では、月経周辺期症状やQOLの改善に

結びつかない。月経痛への適切な対処が行われて

いないという厚生労働省の指摘から１０年以上経過

したが、月経を取り巻く状況は変わっていないと

推測する。

以上のように､先行研究をPRECEDE-PROCEED

モデルと照合した結果、月経周辺期症状に関連す

る要因を体系的に整理することができた。今後の

課題として、行動と生活習‘慣を効果的に整え、促

進要因へ働きかける包括的な介入が必要である。

Ⅵ．結論

1983年から2011年までの月経周辺期症状のライフス

タイルに関連する先行研究PRECEDE-PROCEED

モデルに沿って盤理した結果、以下のことが明ら

かになった。

ｌ）多くの若年女性が月経前から月経時の長期間、

月経周辺期症状を有し、日常生活へ支障がある者

は３割であった。

２）月経周辺期症状に関連する身体的精神的社会

的要因は個々に研究されてきたが、要因を包括的

に捉え、相互の関連を示した研究は多くはなかっ

た。今後は、要因を包括的に捉え、相互の関連を

示す必要がある。

３）若年女性の月経周辺期症状の関連要因として

自覚的ストレス、肥満度、月経状況、運動、食習

'慣、睡眠習慣、ストレス対処行動、症状への対

処行動、月経観、自己意識、性役割意識と性別意

識、ソーシャルサポートが考えられた。しかし、

若年女性の健康度、行動と生活習慣は、月経周辺

期症状を悪化させQOLを低下させるものであっ

た。更に、行動と生活習‘慣を促進させる要因は不

十分であった。今後は、月経周辺期症状を軽減し

QOLを高めるために行動と生活習慣を効果的に

整え、促進要因へ働きかける包括的な介入が必要

である。
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